
１３．学際融合教育について 

 

■大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラムについて 

 

大阪大学では、学際融合教育（学部・研究科の枠にとらわれない教育）を推進しており、その一環とし

て、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教育課程以外の教育プログラムを履修でき

る「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」を提供しています。 

「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」は、学生が所属する主専攻の教育課程以外

の内容を学んだり、あるいは主専攻の専門性を生かすための関連分野を学んだりするための教育プログラ

ムです。主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講することで、学際的・俯瞰

的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

 どちらのプログラムも、教育目標に沿った、一定のまとまりのある授業科目で構成されており、各プロ

グラムが定める要件を満たすことで、所属する大学院の課程を修了（修士学位取得退学及び博士後期課程・

博士課程単位修得退学を含む。）する際に当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

 平成２９年度は、以下に記載する「副専攻プログラム」６プログラム、「高度副プログラム」３８プログ

ラムが実施されます。 

各プログラムの詳細については、大阪大学のホームページをご参照ください。なお、大学院の新入生に

は別途プログラムの案内冊子を配付いたします。 

※詳細はこちら→http://trans-l.jp/fukuprogram 

 

【大学院副専攻プログラム】  各プログラムで要件は異なるが、制度上、１４単位以上をプログラム修了要件とする。 

プログラム名称 実施部局 

アジア人材育成プログラム 工学研究科 

公共圏における科学技術政策 COデザインセンター 

金融・保険 数理・データ科学教育研究センター 

ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プログラム 
（博士前期課程高度学際教育副専攻プログラム） 

ナノサイエンスデザイン教育研究センター 

ナノサイエンス・ナノテクノロジー高度学際教育研究訓練プログラム(博士後期課程副

専攻プログラム) ナノサイエンスデザイン教育研究センター 

超域イノベーション副専攻プログラム 未来戦略機構 

 

【大学院等高度副プログラム】  各プログラムで要件は異なるが、制度上、８単位以上をプログラム修了要件とする。 

プログラム名称 実施部局 

グローバル・ジャパン・スタディーズ 文学研究科 

グローバル化とコンフリクト――人間科学的アプローチ 人間科学研究科 

イノベーションリーダー人材育成基礎プログラム 経済学研究科 

基礎理学計測学 理学研究科 

放射線科学 理学研究科 

健康医療問題解決能力の涵養 医学系研究科（医科学専攻） 

医療通訳 医学系研究科（医科学専攻） 
健康・医療イノベーションプログラム 医学系研究科（医科学専攻） 

スポーツ医科学研究プログラム 医学系研究科（医科学専攻） 
医学倫理・研究ガバナンスプログラム 医学系研究科（医科学専攻） 
高度がん医療人材育成プログラム 医学系研究科（保健学専攻） 

看護教育・管理人材育成プログラム 医学系研究科（保健学専攻） 
まちづくりデザイン学 工学研究科 

高度溶接技術者プログラム 工学研究科 

 

12.単位修得満期退学者の学位申請手続 

教務委員会・指針 
平成19年９月12日 
平成24年３月８日一部改正 

 

１．本研究科博士後期課程に３年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受け

た上退学した者（以下、「単位修得満期退学者」という。）は、学位の申請時において退学後３

年を超えないときは、博士後期課程を経る者とみなす。当該学位申請は、次の手続による。 

 

 

【推薦教員とは】 
 

 

 

 

 

ｚ 

 

 

 

 

 
 

※ただし、退学時に相談するべき教員が指定等されて

いる場合は、まず、その教員の指示に従う。 
 

教授会開催日の２週間前までに教務係へ提出（論文提出） 

 

教授会付議 

 

 

 

主査・副査による論文審査 

教授会開催日の２週間前までに審査結果を報告 

 

教授会付議 

 

研究科長から総長へ報告 

 

学位記授与式は毎年３月、９月で、学位授与決定日の直後の
該当月に行われる。 

推薦教員の承認 

学 位 申 請 

論 文 審 査 

学位授与決定 

合 否 判 定 

学 位 申 請 希 望 者 

主査・副査を決定(教授 2名以上)

判定結果の報告 

最 終 試 験 

（公開審査） 

(1)元指導教員が在籍している場合は、元指導教員

(2)元指導教員が退職し、元副指導教員が在籍して

いる場合は、元副指導教員またはその教員が指

定する教員。 

(3)元指導教員及び元副指導教員のいずれも退職

している場合は、担当の委員会が指定した教員
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